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論文の内容の要旨
　変形菌類（Myxomycetes）は，アメーバ状の成長期と胞子を生じる子実体形成期とを交互に繰り返すため，動物
的特徴と菌類的特徴を合わせ持つ生物として，生物の分類体系において特異な位置を占めている。！綱3亜綱6
目からなり，世界で約690種が知られている。そのうちの数種は，作物の苗を覆って枯死させたり，栽培キノコ
を食害したり，芝生に付着したりするため，農業上の害菌としても知られている。一方，変形菌類のユ種モジホ
コリカビは，遺伝学や生化学などの実験材料として重要な役割を果たしている。
　中国における変形菌類の分類学的研究は，1930年頃に始まった。しかし，本格的な研究は1980年代以降であり，
現在までに，モノグラフ的研究としてはケホコリカビ目とモジホコリカビ属について発表されたに過ぎず，コホ
コリカビ目については，断片的に発表されているもののまとまった報告はなかった。
　コホコリカビ目は，子実体に明色の胞子を形成し，細毛体と柱軸を欠くという形態的特徴により定義されてい
る変形菌類の一群であるが，子実体などの形態的変異が極めて大きいため，研究者によって分類学的取り扱いが
様々であった。そこで，本研究では，中国産コホコリカビ目の種間関係を，走査型電子顕微鏡による微細構造を
含めた形態的特徴により比較検討し，自然分類に近い体系の確立を目的とした。
　このため，中国各地で採集した標本，中国科学院微生物研究所標本庫（北京）および吉林農業大学菌物研究所
本庫（長春）に保管されていた標本約430点を用い，光学顕微鏡または走査型電子顕微鏡によって形態学的観察
を行うとともに，比較形態学的な検討を行った。その結果，ユ）子実体の外形，2）子嚢の大きさ，3）子嚢の
直径と柄の長さの比，4）子嚢壁の性状，5）子嚢壁の裂開方法，6）壁網の目の形状，7）壁網の連結糸の形
状，8）壁網の節の形状，9）杯状体の外形，！0）杯状体の表面模様，u）杯状体の縁の形状，ユ2）擬細毛体の
形状，13）胞子の表面模様に着目し，これらを類型化した。とくに，従来，光学顕微鏡によって観察されていた
胞子表面模様は，走査型電子顕微鏡による詳細な観察の結果，きわめて安定した形質であることが判明したため，
種レベルの重要な分類基準と考え，8型に細分して定義した。そして，上記の形質に基づき分類学的検討を行っ
た結果，申国産コホコリカビ目には3科8属59種が認められることを明らかにした。これらのうち，4種（砒ω
〃go功oπ∫YLi＆Sh．L．Chen，Cribrariairre馴1arisYLi，Cμ〃6肋めo〃Y，Li，C力oκατoψoκoY．Li）は新種であり，命名
■612一
記載した。また，7種（C伽〃g伽αMey1an，Cガ肋舳ゐNowot町＆Neubert，C舳ぴo功oκαNowotny＆Neubert，Lμ∫肋
Schrad．，ムo〃ゴ励伽So〃α4τ肋ψ〃”めo庇7舳αNann－Bremek．＆Loerak．，and　C〃ヵ（Roth）Rosta£vaL閉ゴ舳ταL．
Flatau＆RSchimer）は申国新産である。さらに本研究では，これら59種について，異名，形態，地理的分布な
どを明らかにするとともに，中国産コホコリカビ目の種の検索表を作成した。
　さらに，中国産コホコリカビ目8属の属問や種間の類縁関係を明らかにするため，多数の分類形質を用いた分
岐分析やクラスター分析，さらにSDS－PAGE法などにより系統解析を行った。その結果，コホコリカビ目8属は，
大きく2グループ，すなわち〃吻肋励αZゴ舳，r肋伽／α，肋妙励舳，ム〃ogα／αの各属と〃6θα，ム加伽α肋，Cプ伽α肋，
1）ゴめ肋刎の各属に類別されることが明らかとなった。また，アミホコリカビ科3属（〃〃〃o肋，C〆伽〃ゴα，
肋妙肋刎）については，系統的に異なる種が混在することが示唆され，これらの属については，分類学的再検討
が必要であると考えられた。
　以上のように，本研究は，中国各地より多数の標本を収集し，形態学的検討により，中国産コホコリカビ目変
形菌類のモノグラフを初めて作成するとともに，これらの変形菌の類縁関係を検討したものである。
審査の結果の要旨
　中国における変形菌類の分類学的研究は，未だ断片的な研究が多く，モノグラフ的研究としては，数編がある
のみでコホコリカビ目については，まとまった研究は，皆無であった。また，コホコリカビ目は，形態的変異が
極めて大きいため，研究者によって分類学的取り扱いが様々で，多くの混乱を生じていた。そのため，本研究は，
中国産コホコリカビ目の種問関係を形態的特徴により比較し，分類学的再検討をすることを目的としたものであ
る。
　このため，中国各地で採集した標本や，研究所または大学等に保管されている標本を用い，光学顕微鏡または
走査型電子顕微鏡により，これらの形態的特徴を明らかにし，比較検討を行っている。その結果，13の形態的’性
質が分類形質として有効であることを明らかにし，これらを類型化している。これらの形質の中で，とくに，胞
子の表面構造は，走査型電子顕微鏡による詳細な観察の結果，きわめて安定した形質であることを明らかにし，種
レベルの重要な分類基準としている。そして，上記の形質に基づき分類学的検討を行った結果，中国産コホコリ
カビ目には3科8属59種が認められることを明らかにした。これらのうち，4種は新種であり，7種は中国新産
である。また本研究では，これら59種について，異名，形態，分布などを明らかにするとともに，中国産コホコ
リカビ目の検索表を作成し，モノグラフを完成させている。このように，これまで，不明確であった分類形質を
明らかにし，これに基づき分類体系を確立したことは，高く評価される。
　さらに，申国産コホコリカビ目8属の属聞や種間の類縁関係を明らかにするため，多数の分類形質を用いた分
岐分析やクラスター分析，さらにSDS－PAGE法などにより系統解析を行い，これら8属は大きく2グループに類
別されること，また，アミホコリカビ科3属については，系統的に異なる種が混在することを明らかにしている。
　以上のように，本研究は，多数の標本を収集し，形態学的検討により，中国産コホコリカビ目変形菌類のモノ
グラフを初めて作成するとともに，これらの変形菌類の類縁関係を検討したものであり，変形菌類の分類学のみ
ならず，菌類全体の分類学にとっても重要な研究であると判断される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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